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哲
學
研
究
　
　
第
百
山
ハ
十
山
ハ
號

断
刊
紹
命

聖一

A
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
研
皿
究
　
　
征
矢
野
田
光
雄
燕
者

著
者
は
基
督
教
の
熱
心
な
信
者
で
あ
り
，
東
大
文
穴
部
で
哲
學
を

專
攻
し
て
、
大
正
四
年
に
卒
業
し
た
後
、
数
年
間
は
近
代
哲
學
を

專
美
し
て
居
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
約
十
年
間
專
心
に
ア
ウ
グ
ス
チ

ヌ
ス
の
研
究
に
心
身
を
捧
げ
た
篤
業
者
で
あ
る
が
、
不
幸
短
命
で

早
世
さ
れ
た
。
そ
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
研
究
は
逡
憾
な
が
ら
組
織

的
述
作
，
こ
し
て
遣
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
特
殊
な
問
題
に
就
て
論
蓮

さ
れ
た
三
四
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
集
め
て
公
表
さ
れ
た
の
が
本
書
で

あ
る
。

　
基
督
教
の
歴
史
及
び
紳
學
に
比
し
て
、
邦
文
で
書
か
れ
た
文
獄

中
に
は
、
永
久
の
償
値
を
有
す
る
も
の
は
少
い
や
う
で
あ
る
。
偉

大
な
敏
父
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
就
て
も
同
襟
で
あ
る
。
征
矢
野
氏

の
こ
の
著
述
は
確
か
に
基
督
教
史
畢
上
に
於
け
る
意
味
の
深
い
著

述
で
あ
ら
う
・
こ
思
は
れ
る
。
目
次
の
大
要
。

第第第第
四三ニー

聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
宗
教
¶
こ
誓
學

聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
恩
寵
至

神
の
存
在
の
眞
理
性

難
篇

　
　
（
長
崎
書
店
嚢
行
，
菊
版
，
武
圓
五
拾
銭
）

哲
學
名
薯
叢
書

＝
一
〇

理
想
就
出
版
部
出
版

　
廣
義
の
哲
學
に
關
す
る
永
久
的
弓
値
を
持
つ
樺
威
的
名
著
を
、

古
典
に
偏
せ
す
、
現
代
の
も
の
に
逸
せ
す
、
導
く
執
っ
て
、
澤
鵬

し
、
逐
次
刊
行
せ
ん
芝
す
る
叢
書
で
あ
る
。
凡
て
の
學
術
に
於
て

さ
う
で
あ
ら
う
が
、
殊
に
哲
墨
で
は
、
大
家
の
學
設
を
研
究
す
る

の
に
、
そ
の
紹
介
や
誹
疏
風
の
書
籍
を
讃
む
こ
ミ
も
有
盆
な
事
で

は
あ
る
が
、
進
ん
で
は
大
家
の
著
作
そ
の
も
の
を
味
讃
し
て
、
直

接
に
著
者
の
思
想
の
核
心
に
燭
れ
る
こ
ミ
が
一
暦
有
盆
な
事
で
あ

る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
こ
の
叢
書
の
刊
行
は
我
が
哲
學
界
に
寄

思
す
る
所
が
多
い
で
あ
ら
う
。
願
は
く
ば
こ
の
事
業
を
永
績
し
て

重
要
な
典
籍
を
こ
の
叢
書
だ
け
に
一
通
り
網
羅
さ
れ
る
や
う
に
な

れ
ば
極
め
て
結
構
な
こ
く
こ
思
ふ
Q
な
ほ
今
ま
で
刊
行
さ
れ
た
の

は
次
の
廻
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
比
較
的
に
内
容
が
少
量
な
も

の
が
多
い
。
將
來
は
可
な
り
内
容
の
大
部
な
も
の
を
も
加
へ
ら
れ

ん
こ
一
こ
を
切
望
す
る
。

　
ロ
ツ
ヅ
ェ
　
形
而
上
學
綱
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
泰
敏
課
　
定
債
萱
圓
武
拾
銭

　
ハ
ル
ト
マ
ソ
　
槻
念
論
、
こ
街
着
論
ε
の
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
慶
二
課
　
定
慣
萱
圓
武
拾
銭

　
テ
イ
チ
エ
ナ
ー
心
理
學
概
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
島
覇
次
郎
課
　
定
懐
武
圓
八
拾
銭
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シ
ェ
リ
ン
グ
　
學
術
研
究
の
方
法
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
倉
万
艶
治
課
　
定
立
登
園
八
拾
銭

　
　
へ
ー
グ
ル
二
丈
折
旧
餓
自
序
弥
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
田
竹
千
代
課
　
定
償
萱
圓
武
拾
銭

　
　
モ
イ
マ
ン
美
學
概
込
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
柳
　
正
廣
謬
　
定
償
萱
圓
八
拾
銭

　
　
へ
ー
グ
ル
滋
棚
憩
現
魚
訟
醐
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
　
清
一
課
　
定
事
壼
圓
球
拾
銭

　
　
ヘ
ン
ゼ
ル
　
倫
理
學
の
主
要
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
　
文
雄
課
　
洋
字
堂
三
三
拾
銭

　
　
　
　
　
　
（
理
想
肚
出
版
部
）

　
　
　
　
一
＝
5
口
儒
＝
一
一
団
■
＝
一
＝
0
團
二
＝
嘗
胸
画
一
＝
＝
翻
凶
一
＝
＝
自
旧
＝
胃
＝
巳
露
一
＝
＝
随
昼
：

　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
　
　
　
2
＝
幽
一
臓
露
＝
＝
一
5
ロ
一
＝
＝
掴
日
：
一
＝
日
翻
＝
一
二
団
隠
璽
一
［
＝
珊
巳
＝
＝
一
凶
■
＝
＝
冒
回
凹
一

心
理
學
讃
書
會

　
去
る
十
二
月
五
日
木
曜
、
午
後
三
時
よ
り
夕
景
ま
で
心
理
學
演
管
室
に
て

　
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
づ
『
㊦
崔
餌
二
ρ
（
＝
穿
ぎ
ポ
k
ド
℃
邑
ぎ
景
ξ
ω
；
＾
ぞ
。
「
罵
。
戸
巨
。
嵩
．
脇

　
　
群
口
昆
。
ゴ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
吉
　
忠
廉
磐

　
同
十
二
日
木
曜
午
後
三
昧
よ
り
心
理
畢
演
脅
室
に
て
左
の
講
演
あ
り
Q

　
　
来
國
に
於
け
る
最
近
の
心
理
學
ぜ
勢
農
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
心
理
學
の
獲

　
　
趙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
墾
君

　
　
　
　
　
新
刊
紹
介
、
彙
報
、
寄
購
圖
書

趾
會
學
護
書
聖

　
去
る
十
二
刃
四
日
水
曜
夜
、
樂
友
倉
館
に
於
て
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
の
ア
イ
デ
ア
ル
。
タ
イ
プ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
松
　
俊
明
君

　
去
ろ
ナ
ニ
刀
二
十
目
金
曜
夜
、
樂
友
會
館
に
て
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
ソ
ナ
ポ
ル
ド
．
フ
ナ
ン
・
ウ
イ
ー
セ
の
ゲ
ビ
ル
デ
ソ
ー
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
隆
澄
君

印
鑑
佛
教
細
雪
　
　
　
．

　
ま
た
去
る
十
二
月
十
二
三
夜
、
樂
友
倉
館
に
て
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
山
西
省
に
お
け
ろ
六
朝
佛
敏
の
遺
物
　
　
　
塚
本
善
隆
君

美
學
會

　
同
じ
く
＋
ご
月
七
日
土
曜
夜
、
樂
友
倉
館
に
て
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
バ
ロ
ツ
コ
絡
盆
の
形
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項
田
國
太
郎
君

　
　
　
　
京
都
哲
學
會
講
演
會

　
豫
告
の
如
く
本
年
度
の
講
演
會
は
去
る
十
一
月
三
十
日
土
曜
午

後
一
時
牟
よ
り
文
墨
部
第
四
教
室
に
於
て
開
か
れ
た
。
、
此
の
日
は

折
悪
し
く
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
幸
に
正
午
頃
よ
り
次
第
に
小
降
ε

な
り
、
三
時
頃
に
は
全
く
止
ん
だ
の
で
、
可
な
り
廣
い
敏
室
で
あ

る
が
、
例
年
の
通
り
聴
客
が
あ
ふ
れ
る
程
に
謬
言
さ
れ
、
成
功
響

に
午
後
五
時
閉
退
し
た
。
當
日
の
講
演
の
題
目
ミ
講
師
ε
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

一
二
一


